
【Oh!Me】

毎日新聞のご購読お申し込みは

家棟川エコ遊覧船は船上から川や自

然を楽しむと共に、ごみが捨てられ

ている家棟川の現状を野洲市民の皆

さんに知ってもらおうと、昨年６月か

ら運航を開始。川の歴史や川にすむ

生物などの話を聞きながら、櫓こぎ

船に乗ってゆっくりと川を遊覧する。

地元の漁師や農家、学校の先生や画

家といったさまざまな経歴を持つ24

人が運営。また「野洲市里川づくり委

員会」に所属し、四季折々の風情が感

じられるように柳の木を植えたり、

ホタルが再び生息できるように清掃

活動を行うなど環境保全活動にも力

を注ぐ。今年１月には自然・人・地

域が輝く暮らしや仕事のスタイルを

提案する「湖国まるごとエコ・ミュー

ジアム」づくりに貢献したことが認め

られ、「まるエコおおきに優秀賞」（主

催：滋賀県など）を受賞した。

野洲市内を流れ

る祇王井川や童

子川、新川といったほとんどの川が

合流する家棟川は、野洲の環境状態

を表す川とも言える。家棟川は40年

ほど前までは、もみ殻や肥料を運搬

する田舟が行き交う美しい川だった。

しかし車が普及するようになると田舟

が姿を消し、川は生活排水を流すだ

けのものになってしまった。そのころ

から川に対する人々の関心が薄れ、

次第にごみが捨てられるようになった。

ひどいときには家電製品やバイクなど

大型のごみが不法投棄されているこ

ともあった。それぞれの川の上流か

ら多くのごみが家棟川に流れ込み、最

終的には琵琶湖にまでたどりついてし

まう。何とか対策を打とうと04（平成16）

年から川のごみ拾いを行ってきたが、

なかなか状況は改善されなかった。

そこで考えたのが、船に乗って下流の

様子を見てもらうこと。小鳥のさえず

りや水の音を聞き、水に触れた感覚を

味わってもらいたいと、エンジンを使

わない櫓こぎ船にした。陸の上から見

るのと船に乗って間近に見るのでは、

川の姿は全く違ってくる。「自分の目

で確かめることで環境に関心を持っ

てもらいたい」と北出さん。乗船した誰

もがごみの多さに驚くという。

地元の子どもたちにも川に親しんでも

らうため、水質や生き物調査をしたり、

櫓のこぎ方を教えたりと環境教育にも

力を入れている。

「川づくりに取り組む仲間を増やし、こ

んなに素晴らしい川があるというこ

とを知ってもらいたい」と北出さん。

取り組みの成果が表れているのか、こ

れまで数匹しか見られなかったビワ

マスが、昨年は30匹も家棟川を遡上

したという。ホタルが飛び、魚がすみ

やすい美しい川や琵琶湖を取り戻すた

めには、１人１人が環境について、もっ

と関心を持つ必要があると感じた。

（取材・澤井、安積）
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理事長：北出肇
●野洲市堤421　●TEL：077-589-2267

　乗船場所：家棟川河口部
　料金：6人乗り 8000円、8人乗り 10000円

　乗船場所：あやめ漁港
　料金：12人乗り18000円
※いずれも貸し切り船。 2日前までに要予約。
　強風や雨のときは中止。

やなむねがわ

す  てき きた で はじむ

Oh Me
この情報紙は「滋賀ガイド」と提携しています

発行部数：100,000部

（第3種郵便物認可） 毎　日　新　聞 2008年（平成20年）6月5日（木曜日） 1

●Oh!Me編集室／株式会社ヤマプラ：近江八幡市桜宮町294 TEL0748-34-8872 FAX0748-32-3909
●広告／滋賀毎日広告社：大津市打出浜3-16 TEL077-522-2603
●発行／毎日新聞大阪本社開発宣伝部：大阪市北区梅田3-4-5

　毎週木曜発行


